
 平成27年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【経過（～26年度）】 【27年度】 【今後予定（28年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 1 -

3-4
局・課名

2,160 3,031

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 26年度予算 27年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 新規・拡充

平成27年度要求額平成25年度決算額

事業名 生徒指導支援事業

： 教育委員会　生徒指導課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て

ネットいじめ防止プログラムを
小4でも実施

いじめ巡回相談員の増員

平成26年度予算額

7,225 7,477 相談員6,008千円・附属機関委員1,469千円

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

27,567

212

80

91

46

5,719

0

講師謝礼金20,000円×4回

60円×500冊

幼稚園5歳児全学級でも実施

報償費46,000円・使用料48,000円

420

6,840

121

30

7,410

80

91

94

8,513

　H　～　H

事業

概要

いじめ問題をはじめとする生徒指導上の問題の未然防止・早
期発見・早期解決に向けた対策を講じ、秩序と活気のある静
謐な教育環境づくりをめざす。

・いじめ防止対策推進法に定められた教育委員会附属機関の活用
・いじめ防止を啓発するポスター等の作成
・いじめ・暴力防止プログラムを小学校5年全学級、幼稚園5歳児全学級で実
施
・デートＤＶ防止に向けた冊子等の作成及び教員研修の充実
・学校のいじめ問題への取組を支援するいじめ巡回相談員の活用
・ネットいじめ防止プログラムを中学1年に加え、小学4年でも実施
・教員対象に「スマホ・SNSのトラブルから子どもを守る指導者研修」を実施
・子どもが自ら身を守るスキルを身につけさせるためのプログラムについて教
員研修を実施し、学校で実践
・全中学校の生徒会役員など生徒活動のリーダーが合宿でいじめ問題につい
て学習・討議し、「いじめをなくす」キャンペーンを実施
・体罰根絶をめざす研修資料を活用した教員研修の実施

・いじめの未然防止の取組の一環として、生徒会活動を充実
する。
・小学生の携帯もしくはスマホ使用率の上昇を受け、ネットい
じめ防止プログラムを拡充するとともに、教職員対象の研修を
実施する。
・デートＤV防止について冊子等を作成するとともに、教員研
修を実施する。

ＳＡＦＥプログラム研修

720

22,793

体罰根絶にむけた研修
中学１年に加え、小学4年でも実施　指導者研修報償費　等

「いじめ対応チェックシート」印刷・消耗品

子どものネットいじめ・トラブル防止対策（仮称）

消耗品29,000円　印刷92円×1,000冊

14,282

債務負担行為

いじめ巡回相談員・附属機関委員　報酬

小中生徒指導研修会講師・中学校非行対策活動謝礼金 謝礼金23,000円×2回　9,000円×5人

児童会、生徒会等によるいじめの未然防止促進（仮称） 啓発ポスター等作成　生徒会リーダー養成　等

デートＤＶ防止研修 冊子60円×10,000部 講師謝礼金 等

013038整理番号

「体罰根絶のために（第３改訂版」印刷

いじめ・暴力防止(CAP)プログラム

合計 22,793 27,567

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

・附属機関設置、いじめ巡回
相談員拡充
・いじめ・暴力防止プログラム
を小5全学級で実施


